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総合型選抜（後期日程）小論文解答例 

 

選択テーマ AI と学校教育（800 字） 

 

AI は学習を支える便利な道具である一方、使い方を誤れば、私たちの思考力や判断力を 

奪いかねない危険性を持つ。AI とどのように向き合うかを考えることは、これから大学で 

学ぶ私たちにとっても重要な課題である。 

AI を使うと、調べ学習では短時間で多くの情報が収集でき、英語の文法や数学の解法も 

すぐにわかる。しかし、AI はあくまで「もっともらしい答え」を提示するだけであり、そ 

の内容が正しいとは限らない、と聞いたことがある。実際、私の友人は AI の答をそのまま 

レポートに引用し、事実と異なると先生から指摘されていた。利用する側に情報を判断する 

力がなければ、誤情報に振り回されてしまう。 

さらに、AI に依存しすぎることで、自身で思考する力が育たないという危険性もある。 

AI が文章を生成してくれるからといって、それをそのまま提出すれば、自分の経験や価値 

観を自分の言葉として表現する機会を失う。学ぶことは、情報を受け取るだけでなく、自分 

の頭で問いを立て、考え、表現するということだ。AI にそのプロセスを代替させてしまう 

ことは危険なことだと思う。AI は、むしろ自分の考えを深めるための道具として使うべき 

ではないだろうか。 

学校教育において、AI は疑いながら活用するのがよい。最後は自分で考えるという姿勢 

が必要だ。例えば、課題の作文を書くときに、AI に背景知識を整理してもらうことは有効 

な手段だが、最終的な主張や内容は自分で考えたい。表現も自分自身で練り上げたい。AI 

の答えをそのまま採用せず、複数の資料を比較し、自分の視点を育てることが重要である。 

AI は学校教育をより豊かにする可能性を持っている。ただし、それは AI を「使いこなす 

力」を身につけたときに初めて実現する。AI の危険性を理解しつつ、主体的に学ぶ姿勢を 

身につけること、「考える力」や「問いを立てる力」を育てることが、これからの時代を生 

きる私たちにとって大切なことであると考える。 （790 単語） 


